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要　旨

金型加工の高精度化及び加工時間短縮に対する要求は

年々高まっている。これに伴い，工作機械の制御装置であ

る数値制御装置（NC）は，指令形状，指令速度又は加工物

の位置によらず，高い加工精度を維持しつつより高速に加

工する能力が求められている。

このような高速・高精度な軌跡制御を実現するためには，

NCのハードウェア（CPU，記憶装置，検出器等），ソフト

ウェア（指令値生成方式，機械誤差補正方式，サーボ制御

方式）を含め，総合的にNCの能力を高めて対応する必要が

ある。このうち，本稿では，金型加工において特に有効な

機能として，ソフトウェアに関する次の２機能を取り上げ，

その特長と効果を紹介する。

� SSS（Super Smooth Surface）制御

� OMR（Optimal Machine Response）制御

SSS制御は，滑らかな加工面を短時間に加工するための

最適速度制御機能であり，加工プログラムに記述された指

令形状の品質（精度）によらず，安定して高精度な加工を短

時間に実現する。SSS制御の特長と，美麗な加工面が得ら

れた加工結果を紹介する。

一方，OMR制御は，モデルに基づいて機械の誤差を補

正する機能であり，機械の速度や位置などの条件によらず

高精度加工を行うことを可能とする。機械の誤差要因に対

応して開発したOMR－�，OMR－�，OMR－�の各機能の

特長と実験結果を紹介する。

金型加工結果 
NC

加工プログラム 指令値生成 
（加減速，補間） 

機械誤差補正 
／サーボ 

★SSS制御 
指令形状や速度によらず，安定して 
高品位加工を短時間に実現。 

その他金型加工に関連する機能 
・スプライン／NURBS補間 
・フェアリング（指令形状平滑化） 
・ベクトル精補間 
・補間前加減速 
・最適コーナー減速／曲率加減速 
・最大1,000ブロック相当以上の先読み 

★OMR制御 
機械誤差をモデルに基づいて補正。 
条件によらず高精度加工を実現。 

その他金型加工に関連する機能 
・ロストモーション補正 
・バックラッシ補正 
・速度／加速度FF制御 
・SHG制御 
・ハイゲインサーボ 
・機械振動制御 

高精度 

高能率 

一般に，NCでは，加工プログラムに従い指令値生成（加減速，補間）を行い，さらに機械誤差補正やサーボ制御を行い，加工を行う。金型加
工では，これらの総合的な性能が必要とされる。三菱電機のNC（MELDASシリーズ）では，指令値生成部にSSS制御，機械誤差補正にOMR制
御をそれぞれ開発し強化に努め，そのほかにも金型加工に必要な種々の機能を開発しており，高精度で高能率な金型加工が実現可能となってい
る。

高精度で高能率な金型加工を実現するためのNCの機能群

最新のNC装置技術


